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【【
住住
宅宅
取取
得得
奨奨
励励
金金
】】  

問問  

毎
年
人
口
が
２
０
０
人
減
る
中
で
、
わ
ず
か
21

件
分
の
奨
励
金
を
支
払
っ
て
も
「
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
誰
も
が
住
宅
取
得

を
計
画
で
き
る
訳
で
は
な
く
不
公
平
で
は
な
い
か
。 

答 

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
移
住
を

歓
迎
し
、
転
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
令

和
５
年
９
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
３１
日
ま
で
新
制

度
が
適
用
さ
れ
、
希
望
者
が
検
討
・
申
請
す
る
期
間

は
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

問 

中
古
住
宅
の
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
外
構
も

奨
励
金
対
象
と
し
、
修
繕
を
促
進
で
き
な
い
か
。 

答 

外
構
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
が
、
申
請
時
に

現
場
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
改
善
を
依
頼
し
ま

す
。 

要
望 

安
全
の
た
め
、
外
構
の
修
繕
や
解
体
な
ど
の

指
導
を
徹
底
し
て
欲
し
い
。 

問 

基
準
日
９
月
１
日
と
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
と

な
る
の
か
。 

答 

令
和
５
年
９
月
１
日
以
降
の
契
約
に
つ
い
て
、

新
制
度
が
適
用
と
な
り
ま
す
。 

【
本
庁
舎
宿
直
警
備
委
託
】 

問 

委
託
の
内
容
は
。 

答 

午
後
５
時
１５
分
か
ら
翌
朝
８
時
３０
分
ま
で
、

職
員
の
出
退
管
理
、
来
庁
者
・
電
話
対
応
、
火
災
時

等
の
サ
イ
レ
ン
放
送
な
ど
で
す
。 

要
望 

災
害
時
な
ど
有
事
の
際
、
し
っ
か
り
と
業
務

を
行
え
る
体
制
を
希
望
す
る
。 

 
 
 
 

 

 

 
 

【
公
共
交
通
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
】 

問 

送
迎
支
援
を
す
る
介
護
事
業
所
や
社
協
の
福
祉

有
償
運
送
へ
の
支
援
は
な
い
の
か
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

要
望 

他
市
で
は
支
援
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
検
討

を
。 

【
子
ど
も
の
成
長
応
援
臨
時
給
付
金
】 

問 

高
校
に
行
か
な
い
高
校
１
年
生
の
年
齢
の
子
ど

も
に
は
支
給
が
な
い
の
か
。 

答 

町
独
自
の
制
度
で
支
給
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
に

申
請
し
て
も
ら
う
よ
う
広
報
し
ま
す
。 

要
望 

同
じ
年
齢
の
子
ど
も
で
差
が
出
な
い
よ
う
に

対
応
を
希
望
す
る
。 

     

反反
対対
討討
論論 

 
 

 
 

 
 

竹
田
和
明
議
員 

 

私
は
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
反
対
の
立
場
で
討

論
を
行
い
ま
す
。
反
対
す
る
理
由
は
、
当
該
予
算
中

に
あ
る
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
の
新
制
度
へ
の
移
行

が
問
題
だ
か
ら
で
す
。
問
題
は
次
の
三
点
で
す
。 

一
点
目
、
制
度
内
容
が
制
度
目
的
に
合
致
せ
ず
、
効

果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
。 

二
点
目
、
予
算
規
模
が
町
の
財
政
力
、
収
入
規
模
と

比
較
し
大
き
す
ぎ
る
こ
と
。 

三
点
目
、
公
平
な
制
度
で
な
い
こ
と
。 

一
点
目
で
す
が
、
人
口
が
毎
年
２
０
０
人
減
少
す

る
の
に
、
わ
ず
か
21
件
に
奨
励
金
を
支
払
っ
て
も
、

制
度
目
的
で
あ
る
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る 

こ
と
」
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
新
制
度
は
、
転
入
者
と
町
民
と
を
区

別
し
な
い
、
中
古
物
件
の
購
入
で
も
対
象
と
す

る
、
子
育
て
加
算
や
配
偶
者
加
算
、
町
内
建
設

業
者
で
施
工
し
た
場
合
の
加
算
が
あ
る
な
ど
、

ど
れ
も
制
度
目
的
と
の
関
係
が
不
明
確
で
す
。 

 
 

 

 

二
点
目
、
現
行
制
度
の
予
算
は
７
５
０
万
円

で
す
が
、
新
制
度
は
６
千
万
円
ま
で
大
幅
に
拡

大
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
１
０
０
％
町
独
自

の
財
源
か
ら
支
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
は
な
く
、
過
大
な
予
算
で
す
。 

 

三
点
目
、
町
政
と
は
、
町
民
に
均
等
に
そ
の

メ
リ
ッ
ト
が
分
配
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が

基
本
で
す
。
わ
ず
か
21
物
件
だ
け
に
多
額
の

奨
励
金
を
支
払
う
こ
と
は
公
平
性
を
欠
い
て

い
る
と
考
え
ま
す
。 

賛賛
成成
討討
論論 

 
 

 
 

 

中
村 

基
議
員 

一
件
当
た
り
４
０
０
万
円
の
補
助
は
、
新
築

２
５
０
０
万
円
、
家
族
構
成
３
人
の
ケ
ー
ス
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
１０
年
で
固
定
資

産
税
２
５
０
万
円
、
住
民
税
１
５
０
万
円
、
計
４

０
０
万
円
が
回
収
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１５
年
の

定
住
条
件
を
設
け
、
未
満
で
転
出
は
残
債
返
済

と
い
う
設
計
で
保
険
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
年
度
一
般
財
源
支
出
の
５
６
０
０

万
円
は
、
次
年
度
以
降
過
疎
債
等
を
能
動
的
に

駆
使
し
、
最
小
限
の
負
担
に
変
え
る
事
で
、
持
続

的
な
運
営
が
可
能
で
す
。
転
入
者
増
の
起
爆
剤

と
し
て
試
み
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し

ま
す
。 

補
正
予
算
の
住
宅
取
得
奨
励
金
に

つ
い
て 

 

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  質質疑疑・・討討論論  

質
疑 

 

新・住宅取得奨励金制度 

補正予算２億 

討
論 

－２－ 

予算を含む 

６２５５万円を賛成多数で可決 

議議
員員
発発
議議

◆◆
国
に
お
け
る
２
０
２
４
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

い
じ
め
、
不
登
校
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯

罪
、
経
済
格
差
か
ら
生
じ
る
教
育
格
差
、
子
ど

も
の
貧
困
等
の
問
題
へ
対
応
し
、
一
方
で
国

際
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
対

応
し
た
学
校
教
育
の
推
進
や
教
育
環
境
整
備

を
し
、
か
つ
教
職
員
定
数
の
確
保
を
内
容
と

す
る
も
の
。

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書

教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
地
方
財
政
の
安

定
を
図
る
た
め
の
も
の
。

い
ず
れ
も
、
教
育
関
係
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
義
務
教
育
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
要

望
を
採
択
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係

３
大
臣
あ
て
意
見
書
を
送
付
。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置

町
民
の
皆
様
に
議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
を

知
る
手
段
と
し
て
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
発
行
。 

◆
議
会
改
革
等
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

【
※
４
ペ
ー
ジ
に
後
述
】

６
月
定
例
会
は
、
会
期
を
６
月
１３
日
の
１
日
間
と
し
、
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
の
４
議
案
と
町
側
か
ら
の
１
議
案
を
可
決
し
、
１
件
の
報

告
を
受
け
た
。

一
般
質
問
に
は
、
緒
方
猛
議
員
、
東
愛
乃
議
員
、
笹
生
あ
す
か
議
員
、
竹
田
和
明
議
員
の

４
名
が
質
問
席
に
立
っ
た
。

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  発発議議案案・・補補正正予予算算  

補正額 

2 億 6255 万円 

補正後の額 

45 億 6186 万 5 千円 

補正率 

6.1％ 

●●
総総
務務
費費

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
職
員
が
行
っ
て
い

た
宿
直
業
務
を
外
部
に
警
備
委
託
す
る
こ
と
で
、
職

員
の
負
荷
を
減
ら
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
。 

５
０
８
万
２
千
円

一
般
会
計

補
正
予
算

●
民
生
費

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
の
価
格
高
騰
に
対
し

て
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
を

行
う
。

３
９
０
０
万
円

諸
物
価
高
騰
に
対
す
る
子
ど
も
の
成
長
応
援

と
し
て
、
県
・
町
各
事
業
に
よ
り
、
未
就
学
児
か

ら
高
校
３
年
生
相
当
（
在
学
問
わ
ず
）
ま
で
拡
大

し
、
全
員
、
一
人
一
万
円
を
支
給
す
る
。

５
９
６
万
円

●
商
工
費

家
計
支
援
と
消
費
下
支
え
の
た
め
、
地
域
商

品
券
を
配
布
す
る
。

４
４
２
０
万
円

●
土
木
費

移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
「
住
宅
取
得
奨
励

金
」
を
、
従
来
の
「
新
築
最
大
１
０
０
万
円→

最

大
４
０
０
万
円
」
ま
で
拡
大
し
、「
中
古
住
宅
最

大
２
０
０
万
円
」
を
新
た
に
加
え
る
。
１５
年
以

上
定
住
が
条
件
で
、
転
入
者
・
既
町
内
居
住
者
の

区
別
は
設
け
な
い
。

５
２
５
０
万
円

報報

告告

◆
令
和
４
年
度
鋸
南
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
報
告

 主主

なな

内内

容容

－ 3 － － 2 －
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【【
住住
宅宅
取取
得得
奨奨
励励
金金
】】  

問問  

毎
年
人
口
が
２
０
０
人
減
る
中
で
、
わ
ず
か
21

件
分
の
奨
励
金
を
支
払
っ
て
も
「
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
誰
も
が
住
宅
取
得

を
計
画
で
き
る
訳
で
は
な
く
不
公
平
で
は
な
い
か
。 

答 
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
移
住
を

歓
迎
し
、
転
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
令

和
５
年
９
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
３１
日
ま
で
新
制

度
が
適
用
さ
れ
、
希
望
者
が
検
討
・
申
請
す
る
期
間

は
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

問 

中
古
住
宅
の
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
外
構
も

奨
励
金
対
象
と
し
、
修
繕
を
促
進
で
き
な
い
か
。 

答 

外
構
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
が
、
申
請
時
に

現
場
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
改
善
を
依
頼
し
ま

す
。 

要
望 

安
全
の
た
め
、
外
構
の
修
繕
や
解
体
な
ど
の

指
導
を
徹
底
し
て
欲
し
い
。 

問 

基
準
日
９
月
１
日
と
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
と

な
る
の
か
。 

答 

令
和
５
年
９
月
１
日
以
降
の
契
約
に
つ
い
て
、

新
制
度
が
適
用
と
な
り
ま
す
。 

【
本
庁
舎
宿
直
警
備
委
託
】 

問 

委
託
の
内
容
は
。 

答 

午
後
５
時
１５
分
か
ら
翌
朝
８
時
３０
分
ま
で
、

職
員
の
出
退
管
理
、
来
庁
者
・
電
話
対
応
、
火
災
時

等
の
サ
イ
レ
ン
放
送
な
ど
で
す
。 

要
望 

災
害
時
な
ど
有
事
の
際
、
し
っ
か
り
と
業
務

を
行
え
る
体
制
を
希
望
す
る
。 

 
 
 
 

 

 

 
 

【
公
共
交
通
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
】 

問 

送
迎
支
援
を
す
る
介
護
事
業
所
や
社
協
の
福
祉

有
償
運
送
へ
の
支
援
は
な
い
の
か
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

要
望 

他
市
で
は
支
援
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
検
討

を
。 

【
子
ど
も
の
成
長
応
援
臨
時
給
付
金
】 

問 

高
校
に
行
か
な
い
高
校
１
年
生
の
年
齢
の
子
ど

も
に
は
支
給
が
な
い
の
か
。 

答 

町
独
自
の
制
度
で
支
給
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
に

申
請
し
て
も
ら
う
よ
う
広
報
し
ま
す
。 

要
望 

同
じ
年
齢
の
子
ど
も
で
差
が
出
な
い
よ
う
に

対
応
を
希
望
す
る
。 

     

反反
対対
討討
論論 

 
 

 
 

 
 

竹
田
和
明
議
員 

 

私
は
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
反
対
の
立
場
で
討

論
を
行
い
ま
す
。
反
対
す
る
理
由
は
、
当
該
予
算
中

に
あ
る
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
の
新
制
度
へ
の
移
行

が
問
題
だ
か
ら
で
す
。
問
題
は
次
の
三
点
で
す
。 

一
点
目
、
制
度
内
容
が
制
度
目
的
に
合
致
せ
ず
、
効

果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
。 

二
点
目
、
予
算
規
模
が
町
の
財
政
力
、
収
入
規
模
と

比
較
し
大
き
す
ぎ
る
こ
と
。 

三
点
目
、
公
平
な
制
度
で
な
い
こ
と
。 

一
点
目
で
す
が
、
人
口
が
毎
年
２
０
０
人
減
少
す

る
の
に
、
わ
ず
か
21
件
に
奨
励
金
を
支
払
っ
て
も
、

制
度
目
的
で
あ
る
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る 

こ
と
」
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
新
制
度
は
、
転
入
者
と
町
民
と
を
区

別
し
な
い
、
中
古
物
件
の
購
入
で
も
対
象
と
す

る
、
子
育
て
加
算
や
配
偶
者
加
算
、
町
内
建
設

業
者
で
施
工
し
た
場
合
の
加
算
が
あ
る
な
ど
、

ど
れ
も
制
度
目
的
と
の
関
係
が
不
明
確
で
す
。 

 
 

 

 

二
点
目
、
現
行
制
度
の
予
算
は
７
５
０
万
円

で
す
が
、
新
制
度
は
６
千
万
円
ま
で
大
幅
に
拡

大
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
１
０
０
％
町
独
自

の
財
源
か
ら
支
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
は
な
く
、
過
大
な
予
算
で
す
。 

 

三
点
目
、
町
政
と
は
、
町
民
に
均
等
に
そ
の

メ
リ
ッ
ト
が
分
配
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が

基
本
で
す
。
わ
ず
か
21
物
件
だ
け
に
多
額
の

奨
励
金
を
支
払
う
こ
と
は
公
平
性
を
欠
い
て

い
る
と
考
え
ま
す
。 

賛賛
成成
討討
論論 

 
 

 
 

 

中
村 

基
議
員 

一
件
当
た
り
４
０
０
万
円
の
補
助
は
、
新
築

２
５
０
０
万
円
、
家
族
構
成
３
人
の
ケ
ー
ス
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
１０
年
で
固
定
資

産
税
２
５
０
万
円
、
住
民
税
１
５
０
万
円
、
計
４

０
０
万
円
が
回
収
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１５
年
の

定
住
条
件
を
設
け
、
未
満
で
転
出
は
残
債
返
済

と
い
う
設
計
で
保
険
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
年
度
一
般
財
源
支
出
の
５
６
０
０

万
円
は
、
次
年
度
以
降
過
疎
債
等
を
能
動
的
に

駆
使
し
、
最
小
限
の
負
担
に
変
え
る
事
で
、
持
続

的
な
運
営
が
可
能
で
す
。
転
入
者
増
の
起
爆
剤

と
し
て
試
み
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し

ま
す
。 

補
正
予
算
の
住
宅
取
得
奨
励
金
に

つ
い
て 

 

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  質質疑疑・・討討論論  

質
疑 

 

新・住宅取得奨励金制度 

補正予算２億 

討
論 

－２－ 

予算を含む 

６２５５万円を賛成多数で可決 

議議
員員
発発
議議

◆◆
国
に
お
け
る
２
０
２
４
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

い
じ
め
、
不
登
校
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯

罪
、
経
済
格
差
か
ら
生
じ
る
教
育
格
差
、
子
ど

も
の
貧
困
等
の
問
題
へ
対
応
し
、
一
方
で
国

際
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
対

応
し
た
学
校
教
育
の
推
進
や
教
育
環
境
整
備

を
し
、
か
つ
教
職
員
定
数
の
確
保
を
内
容
と

す
る
も
の
。

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書

教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
地
方
財
政
の
安

定
を
図
る
た
め
の
も
の
。

い
ず
れ
も
、
教
育
関
係
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
義
務
教
育
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
要

望
を
採
択
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係

３
大
臣
あ
て
意
見
書
を
送
付
。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置

町
民
の
皆
様
に
議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
を

知
る
手
段
と
し
て
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
発
行
。 

◆
議
会
改
革
等
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

【
※
４
ペ
ー
ジ
に
後
述
】

６
月
定
例
会
は
、
会
期
を
６
月
１３
日
の
１
日
間
と
し
、
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
の
４
議
案
と
町
側
か
ら
の
１
議
案
を
可
決
し
、
１
件
の
報

告
を
受
け
た
。

一
般
質
問
に
は
、
緒
方
猛
議
員
、
東
愛
乃
議
員
、
笹
生
あ
す
か
議
員
、
竹
田
和
明
議
員
の

４
名
が
質
問
席
に
立
っ
た
。

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  発発議議案案・・補補正正予予算算  

補正額 

2 億 6255 万円 

補正後の額 

45 億 6186 万 5 千円 

補正率 

6.1％ 

●●
総総
務務
費費

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
職
員
が
行
っ
て
い

た
宿
直
業
務
を
外
部
に
警
備
委
託
す
る
こ
と
で
、
職

員
の
負
荷
を
減
ら
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
。 

５
０
８
万
２
千
円

一
般
会
計

補
正
予
算

●
民
生
費

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
の
価
格
高
騰
に
対
し

て
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
を

行
う
。

３
９
０
０
万
円

諸
物
価
高
騰
に
対
す
る
子
ど
も
の
成
長
応
援

と
し
て
、
県
・
町
各
事
業
に
よ
り
、
未
就
学
児
か

ら
高
校
３
年
生
相
当
（
在
学
問
わ
ず
）
ま
で
拡
大

し
、
全
員
、
一
人
一
万
円
を
支
給
す
る
。

５
９
６
万
円

●
商
工
費

家
計
支
援
と
消
費
下
支
え
の
た
め
、
地
域
商

品
券
を
配
布
す
る
。

４
４
２
０
万
円

●
土
木
費

移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
「
住
宅
取
得
奨
励

金
」
を
、
従
来
の
「
新
築
最
大
１
０
０
万
円→

最

大
４
０
０
万
円
」
ま
で
拡
大
し
、「
中
古
住
宅
最

大
２
０
０
万
円
」
を
新
た
に
加
え
る
。
１５
年
以

上
定
住
が
条
件
で
、
転
入
者
・
既
町
内
居
住
者
の

区
別
は
設
け
な
い
。

５
２
５
０
万
円

報報

告告

◆
令
和
４
年
度
鋸
南
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
報
告

 主主

なな

内内

容容

－ 3 －



－５－

①① 移移住住定定住住促促進進ににつついいてて

②② 第第２２期期鋸鋸南南町町ままちち・・ひひとと・・ししごごとと創創生生

総総合合戦戦略略  基基本本目目標標４４ににつついいてて

①①財財政政状状況況ににつついいてて  

②②都都市市交交流流施施設設周周辺辺整整備備事事業業ににおおけけるる

収収支支計計画画ににつついいてて  

③③旧旧佐佐久久間間小小体体育育館館のの再再整整備備ににつついいてて  

高高齢齢者者等等緊緊急急通通報報（（ＳＳＯＯＳＳ））シシスステテムム

のの積積極極的的普普及及ににつついいてて  

①① 新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症５５類類移移行行

後後のの対対応応ににつついいてて

②② 高高齢齢者者のの聴聴ここええのの支支援援ににつついいてて

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政方針や事務の執行状況を聞き、疑問点
を質(ただ)すものです。紙面の都合上概要を掲載しています。 

動画はこちら↓

一一般般質質問問  令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

－４－

令令和和５５年年第第３３回回定定例例会会    議議  決決  結結  果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません 

番番号号  
件件名名  

（件名は一部省略） 

鈴鈴
木木

辰辰
也也

緒緒
方方

猛猛

青青
木木
悦悦
子子
議議
長長

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川

正正
也也

笹笹
生生

ああ
すす
かか

秋秋
山山

柳柳
三三

柴柴
本本

健健
二二

中中
村村

基基

篠篠
宮宮

真真
樹樹

東東

愛愛
乃乃

＜意見書の採択＞ 

発議案第１号 国における 2024 年度教育予算拡充に関する意見書 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

発議案第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

＜特別委員会の設置＞ 

発議案第３号 議会広報特別委員会の設置 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

発議案第４号 議会改革等検討特別委員会の設置 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

＜補正予算＞ 

議案第 1 号 一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ － ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

議議会会改改革革・・議議決決結結

議議会会改改革革等等検検討討特特別別委委員員会会をを設設置置  

本委員会は、平成３１年、令和５年執行の統一地方選挙において、２回連続で町議会議
員選挙が無投票であったことを受け、６月１３日に開催された第３回鋸南町議会定例会に
て設置されました。 

◆ 審査事項 ①議員のなり手不足解消に関する事項
②議員定数の在り方に関する事項

◆ 審査期間 設置後、審査終了まで閉会中も継続審査する
◆ 定  数  １２名

委員長には、発議者の鈴木辰也議員、副委員長には早川正也議員が選任されました。 
「議員定数削減ありき」ではなく、「開かれた議会」とするための改革をし、議員のなり手不
足解消を目指し、これからの議員定数及び議会の在り方、定数を削減した場合のメリット・
デメリットなどを検討していくため、発足致しました。 
 今後は議員全員で、様々な角度から協議・検討を重ねていきます。 

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

－ 5 － － 4 －
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答答

移移
住住
定定
住住
促促
進進
にに
つつ
いい
てて

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

東東  愛愛乃乃  議議員員  

い
な
町
の
創
出
を
目
指
す
と
し
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
環
境
美
化
の
周

知
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
規
模
を
大

き
く
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
９
日
に
千
葉
県

海
岸
漂
着
物
対
策
地
域
計
画
が
改
定
さ

れ
、
当
町
の
漁
港
施
設
を
除
く
ほ
ぼ
全

て
の
海
岸
が
重
点
区
域
に
指
定
さ
れ
、

今
後
は
補
助
金
を
受
け
て
収
集
・
処
分

が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

移
住
定
住
子
育
て
施
策
が
と
て

も
充
実
し
て
い
る
が
、
情
報
の

閲
覧
及
び
検
索
が
し
づ
ら
く
、
ア
ピ
ー

ル
不
足
を
感
じ
る
。
施
策
の
発
信
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町

報
な
ど
に
お
い
て
、
各
課
か
ら

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
冊

子
「
鋸
南
町
子
育
て
ガ
イ
ド
」
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
常
時
住
民
窓
口

に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
住

定
住
に
特
化
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
た
め
、
現
在
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
を
参
考
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
移
住
者
へ
の
情
報
提
供
を
行

う
他
、
千
葉
県
が
参
加
す
る
移
住
相
談

フ
ェ
ア
な
ど
に
共
同
出
展
し
、
都
市
部

で
の
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
、
昨
年
度

に
着
任
し
た
移
住
定
住
支
援
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

連
動
す
る
形
で
、
移
住
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
予
定
で
す
。
様
々
な
媒
体
に
よ

り
、
柔
軟
な
情
報
提
供
が
出
来
る
体
制

を
整
え
ま
す
。

問問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
戦
略

的
な
情
報
発
信
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

今
定
例
会
で
上
程
の
、
新
制
度

の
住
宅
取
得
奨
励
金
な
ど
、
移

住
検
討
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
や
他

地
域
よ
り
も
優
位
性
の
あ
る
町
の
支
援

情
報
が
真
っ
先
に
わ
か
り
や
す
く
得
ら

れ
、
か
つ
ア
ピ
ー
ル
力
の
優
れ
た
内
容

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

第
２
期
鋸
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
基
本

目
標
４
の
事
業
の
中
の
「
ゴ
ミ
拾
い
の

イ
ベ
ン
ト
事
業
」
の
検
討
状
況
は
。

ま
た
、
千
葉
県
で
は
千
葉
県
海
岸
漂

着
物
対
策
地
域
計
画
を
策
定
し
、
「
住

民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
な

が
ら
地
域
の
実
情
に
即
し
た
持
続
的
な

連
携
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
し
て
い
る
が
、
町
の
姿
勢
・
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
だ
け
で
な

く
、
山
間
部
の
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
な
ど
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
拾

い
を
イ
ベ
ン
ト
化
し
、
町
民
だ
け
で
な

く
鋸
南
町
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

問問  

問問  

答答

答答問問  答答

見見ややすすささ・・アアピピーールル力力のの強強化化、、積積極極的的なな取取組組をを図図るる  

ゴゴミミ拾拾いいののイイベベンントト化化でで関関係係人人口口 UUPP へへ  

答答  

ゴゴ
ミミ
拾拾
いい
のの
イイ
ベベ
ンン
トト
化化

情情報報発発信信とと 

－７－ 

一一般般質質問問②②  

６月１７日、保田中央海岸でもビーチクリーン 

入
し
、
平
成
30
年
に
最
高
45
名
加
入

し
現
在
で
は

20

名
と
な
っ
て
い
ま

す
。加

入
者
の
減
少
理
由
で
す
が
、
近
年

通
信
機
器
の
急
速
な
進
化
普
及
を
背
景

に
、
令
和
７
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
全

員

75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な

り
、
様
々
な
他
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な

せ
る
人
が
シ
ス
テ
ム
利
用
対
象
年
代
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
の
シ
ス

テ
ム
は
固
定
電
話
回
線
が
必
要
で
す
。

町
は
そ
の
人
の
安
心
に
見
合
っ
た
ツ
ー

ル
を
選
択
で
き
る
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
で
は
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
、
地
域
や
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
取

り
組
み
方
は
異
な
り
ま
す
。
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
は
よ
り
大
き
な
安
心
感
を
得

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
置
後

の
利
用
料
は
引
き
続
き
受
益
者
負
担
と

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
25
年
か
ら
新
た
に
こ
の
制

度
に
入
っ
て
き
た
人
は
今
日
ま

で
に
何
名
に
な
る
か
。

現
在
10
年
経
過
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
こ
の
間
加
入
し
た
延

べ
人
数
は
59
名
、
そ
の
後
に
辞
め
た

人
も
お
り
、
現
在
残
っ
て
い
る
人
が

20
名
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
家
庭
で
は
火
災

や
救
急
、
更
に
防
犯
な
ど
の
大
き
な

不
安
を
常
に
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の

軽
減
の
た
め
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
対
象
者
の

多
く
の
家
庭
で
備
え
て
頂
き
た
い
。
私
の

近
く
の
高
齢
の
加
入
者
が
、
一
度
は
夜
中

血
圧
が
上
が
り
救
急
車
が
、
二
度
目
は
電

気
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
で
煙
感
知
器
の
働
き

で
消
防
車
が
す
ぐ
に
来
て
、
大
事
に
至
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
安
心
の
環
境
を

出
来
る
だ
け
作
っ
て
ほ
し
い
。
だ
が
、
こ

の
制
度
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
居
り
そ
う

で
町
は
宣
伝
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。
加
え
て
月
々
の
負
担
金
も
全
く
配
慮

が
出
来
な
い
か
真
剣
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。こ

の
シ
ス
テ
ム
の
広
報
は
、
過
去
に

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
町
報
３
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
は
町
報
だ
け

で
な
く
民
生
委
員
の
定
例
会
な
ど
で
協
力

要
請
を
し
て
参
り
ま
す
。

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

設置後月々の利用料は受益者負担で 
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急急
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火
災
や
急
病
な
ど
不
慮
の
事
故
の

際
、
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
警

備
会
社
を
介
し
救
急
車
や
消
防
車
が
か

け
つ
け
て
く
れ
る
、
特
に
高
齢
者
や
障

害
者
の
家
庭
で
は
大
き
な
福
祉
と
安
心

が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

 
  
 

平
成

25

年
か
ら
の
当
シ
ス
テ

ム
、
加
入
者
数
最
高
45
名
が
現

在
で
は
20
名
と
減
少
し
て
い
る
が
、
何

故
だ
と
思
う
か
。

鋸
南
町
の
当
シ
ス
テ
ム
の
月
々
の
個

人
負
担
は
３
千
円
。
人
口
や
高
齢
化
率

が
ほ
ぼ
同
じ
御
宿
町
で
は
、
10
年
前
も

現
在
も
ほ
ぼ
同
じ
２５０
名
が
加
入
し
て
お

り
、
月
々
の
個
人
負
担
も
町
が
全
て
を

負
担
。
他
の
市
町
も
月
々
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
課
税
・
非
課
税
世
帯
で
は
減

額
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
負
担

な
し
等
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
配
慮
を
し
て

い
る
為
で
は
な
い
か
。

鋸
南
町
の
場
合
、
平
成
元
年
に

社
協
で
ス
タ
ー
ト
、
平
成
12
年

か
ら
町
単
独
事
業
と
し
、
設
置
費
用
は

町
、
月
々
の
利
用
料
は
個
人
負
担
と
し

て
導
入
の
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の

緊
急
通
報
装
置
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
重
度
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て

生
活
が
出
来
る
よ
う
平
成
25
年
再
度
導

緊急通報システム積極的普及に一層の支援を  問問

問問  

答答

要要
望望

問問  

－６－ 

答答

答答

緒緒方方  猛猛  議議員員  

緊急通報システム 

一一般般質質問問①①令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

答答

－ 7 － － 6 －



 

 

 
 

 

 

 

 

答答

移移
住住
定定
住住
促促
進進
にに
つつ
いい
てて

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

東東  愛愛乃乃  議議員員  

い
な
町
の
創
出
を
目
指
す
と
し
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
環
境
美
化
の
周

知
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
規
模
を
大

き
く
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
９
日
に
千
葉
県

海
岸
漂
着
物
対
策
地
域
計
画
が
改
定
さ

れ
、
当
町
の
漁
港
施
設
を
除
く
ほ
ぼ
全

て
の
海
岸
が
重
点
区
域
に
指
定
さ
れ
、

今
後
は
補
助
金
を
受
け
て
収
集
・
処
分

が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 
移
住
定
住
子
育
て
施
策
が
と
て

も
充
実
し
て
い
る
が
、
情
報
の

閲
覧
及
び
検
索
が
し
づ
ら
く
、
ア
ピ
ー

ル
不
足
を
感
じ
る
。
施
策
の
発
信
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町

報
な
ど
に
お
い
て
、
各
課
か
ら

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
冊

子
「
鋸
南
町
子
育
て
ガ
イ
ド
」
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
常
時
住
民
窓
口

に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
住

定
住
に
特
化
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
た
め
、
現
在
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
を
参
考
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
移
住
者
へ
の
情
報
提
供
を
行

う
他
、
千
葉
県
が
参
加
す
る
移
住
相
談

フ
ェ
ア
な
ど
に
共
同
出
展
し
、
都
市
部

で
の
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
、
昨
年
度

に
着
任
し
た
移
住
定
住
支
援
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

連
動
す
る
形
で
、
移
住
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
予
定
で
す
。
様
々
な
媒
体
に
よ

り
、
柔
軟
な
情
報
提
供
が
出
来
る
体
制

を
整
え
ま
す
。

問問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
戦
略

的
な
情
報
発
信
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

今
定
例
会
で
上
程
の
、
新
制
度

の
住
宅
取
得
奨
励
金
な
ど
、
移

住
検
討
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
や
他

地
域
よ
り
も
優
位
性
の
あ
る
町
の
支
援

情
報
が
真
っ
先
に
わ
か
り
や
す
く
得
ら

れ
、
か
つ
ア
ピ
ー
ル
力
の
優
れ
た
内
容

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

第
２
期
鋸
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
基
本

目
標
４
の
事
業
の
中
の
「
ゴ
ミ
拾
い
の

イ
ベ
ン
ト
事
業
」
の
検
討
状
況
は
。

ま
た
、
千
葉
県
で
は
千
葉
県
海
岸
漂

着
物
対
策
地
域
計
画
を
策
定
し
、
「
住

民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
な

が
ら
地
域
の
実
情
に
即
し
た
持
続
的
な

連
携
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
し
て
い
る
が
、
町
の
姿
勢
・
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
だ
け
で
な

く
、
山
間
部
の
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
な
ど
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
拾

い
を
イ
ベ
ン
ト
化
し
、
町
民
だ
け
で
な

く
鋸
南
町
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

問問  

問問  

答答

答答問問  答答

見見ややすすささ・・アアピピーールル力力のの強強化化、、積積極極的的なな取取組組をを図図るる  

ゴゴミミ拾拾いいののイイベベンントト化化でで関関係係人人口口 UUPP へへ  

答答  

ゴゴ
ミミ
拾拾
いい
のの
イイ
ベベ
ンン
トト
化化

情情報報発発信信とと 
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６月１７日、保田中央海岸でもビーチクリーン 

入
し
、
平
成
30
年
に
最
高
45
名
加
入

し
現
在
で
は

20

名
と
な
っ
て
い
ま

す
。加

入
者
の
減
少
理
由
で
す
が
、
近
年

通
信
機
器
の
急
速
な
進
化
普
及
を
背
景

に
、
令
和
７
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
全

員

75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な

り
、
様
々
な
他
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な

せ
る
人
が
シ
ス
テ
ム
利
用
対
象
年
代
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
の
シ
ス

テ
ム
は
固
定
電
話
回
線
が
必
要
で
す
。

町
は
そ
の
人
の
安
心
に
見
合
っ
た
ツ
ー

ル
を
選
択
で
き
る
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
で
は
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
、
地
域
や
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
取

り
組
み
方
は
異
な
り
ま
す
。
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
は
よ
り
大
き
な
安
心
感
を
得

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
置
後

の
利
用
料
は
引
き
続
き
受
益
者
負
担
と

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
25
年
か
ら
新
た
に
こ
の
制

度
に
入
っ
て
き
た
人
は
今
日
ま

で
に
何
名
に
な
る
か
。

現
在
10
年
経
過
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
こ
の
間
加
入
し
た
延

べ
人
数
は
59
名
、
そ
の
後
に
辞
め
た

人
も
お
り
、
現
在
残
っ
て
い
る
人
が

20
名
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
家
庭
で
は
火
災

や
救
急
、
更
に
防
犯
な
ど
の
大
き
な

不
安
を
常
に
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の

軽
減
の
た
め
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
対
象
者
の

多
く
の
家
庭
で
備
え
て
頂
き
た
い
。
私
の

近
く
の
高
齢
の
加
入
者
が
、
一
度
は
夜
中

血
圧
が
上
が
り
救
急
車
が
、
二
度
目
は
電

気
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
で
煙
感
知
器
の
働
き

で
消
防
車
が
す
ぐ
に
来
て
、
大
事
に
至
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
安
心
の
環
境
を

出
来
る
だ
け
作
っ
て
ほ
し
い
。
だ
が
、
こ

の
制
度
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
居
り
そ
う

で
町
は
宣
伝
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。
加
え
て
月
々
の
負
担
金
も
全
く
配
慮

が
出
来
な
い
か
真
剣
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。こ

の
シ
ス
テ
ム
の
広
報
は
、
過
去
に

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
町
報
３
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
は
町
報
だ
け

で
な
く
民
生
委
員
の
定
例
会
な
ど
で
協
力

要
請
を
し
て
参
り
ま
す
。

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

設置後月々の利用料は受益者負担で 

緊緊
急急
通通
報報
シシ
スス
テテ
ムム

 

火
災
や
急
病
な
ど
不
慮
の
事
故
の

際
、
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
警

備
会
社
を
介
し
救
急
車
や
消
防
車
が
か

け
つ
け
て
く
れ
る
、
特
に
高
齢
者
や
障

害
者
の
家
庭
で
は
大
き
な
福
祉
と
安
心

が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

 
  
 

平
成

25

年
か
ら
の
当
シ
ス
テ

ム
、
加
入
者
数
最
高
45
名
が
現

在
で
は
20
名
と
減
少
し
て
い
る
が
、
何

故
だ
と
思
う
か
。

鋸
南
町
の
当
シ
ス
テ
ム
の
月
々
の
個

人
負
担
は
３
千
円
。
人
口
や
高
齢
化
率

が
ほ
ぼ
同
じ
御
宿
町
で
は
、
10
年
前
も

現
在
も
ほ
ぼ
同
じ
２５０
名
が
加
入
し
て
お

り
、
月
々
の
個
人
負
担
も
町
が
全
て
を

負
担
。
他
の
市
町
も
月
々
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
課
税
・
非
課
税
世
帯
で
は
減

額
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
負
担

な
し
等
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
配
慮
を
し
て

い
る
為
で
は
な
い
か
。

鋸
南
町
の
場
合
、
平
成
元
年
に

社
協
で
ス
タ
ー
ト
、
平
成
12
年

か
ら
町
単
独
事
業
と
し
、
設
置
費
用
は

町
、
月
々
の
利
用
料
は
個
人
負
担
と
し

て
導
入
の
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の

緊
急
通
報
装
置
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
重
度
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て

生
活
が
出
来
る
よ
う
平
成
25
年
再
度
導

緊急通報システム積極的普及に一層の支援を  問問

問問  

答答

要要
望望

問問  

－６－ 

答答

答答

緒緒方方  猛猛  議議員員  

緊急通報システム 

一一般般質質問問①①令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

答答
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保
田
小
拡
張
事
業
は
情
報
開
示

が
不
十
分
だ
。
収
支
計
画
に
つ

い
て
再
三
資
料
の
提
示
を
要
求
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
工
事
が
先
行

し
、
昨
年
11
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
議

会
に
提
示
さ
れ
た
。
資
料
に
は
「
取
扱

注
意
」
と
あ
る
が
、
町
民
に
は
い
つ
開

示
す
る
の
か
。

計
画
を
策
定
し
た
指
定
管
理
者

の
了
解
を
得
た
の
で
、
Ｈ
Ｐ
等
で

速
や
か
に
開
示
を
行
い
ま
す
。

当
該
資
料
中
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
ま
で
毎
年
赤
字

が
続
く
予
測
と
な
っ
て
い
る
が
、
黒
字

化
は
い
つ
実
現
で
き
る
の
か
。

拡
張
側
は
、
な
か
な
か
収
益
が

出
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
周
辺
で
道
の
駅
の
新
設
や
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
あ
り
、
集
客
を
増
や
し
て
黒

字
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

競
合
に
さ
え
勝
て
な
い
事
業
へ

の
投
資
で
あ
れ
ば
、
工
事
を
始

め
る
前
の
段
階
で
、
議
会
及
び
町
民
に

情
報
を
広
く
公
開
し
、
収
益
性
や
リ
ス

ク
な
ど
を
検
討
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

べ
き
だ
っ
た
。
町
財
政
は
依
然
ぜ
い
弱

で
あ
る
の
に
「
慎
重
さ
」
が
足
り
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

旧
佐
久
間
小
学
校
跡
地
は
地
域

の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
台
風
な
ど
の
土
砂
災
害
で

避
難
し
よ
う
と
し
て
も
雨
風
を
し
の
げ

る
建
物
が
な
い
。
旧
体
育
館
は
屋
根
が

損
壊
し
て
い
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

町
は
本
気
で
空
家
対
策
に
取
り
組
む
な

ら
、
ま
ず
は
町
有
財
産
か
ら
だ
。

跡
地
の
計
画
は
、
台
風
災
害
に

よ
る
損
壊
も
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
地
元
区
長
や
消
防
団
員
の
意

見
も
聴
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
青
写
真
も
な
い
ま
ま

繰
り
返
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
り
、
区
長
や
消
防
団
員
の
意
見
を
聴

い
た
り
す
る
の
は
時
間
の
無
駄
だ
。
台

風
災
害
か
ら
既
に
４
年
も
経
過
し
て
い

る
。
町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
必

要
な
事
業
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

「
大
胆
な
財
政
出
動
」
を
期
待
す
る
。

町
長
に
よ
れ
ば
「
町
財
政
は
長

期
に
わ
た
る
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
が
実
を
結
び
、
安
定
し
た
財
政

状
況
に
あ
る
」
と
の
こ
と
だ
。
具
体
的

に
何
に
取
組
み
、
金
額
的
に
ど
れ
だ
け

健
全
化
し
た
の
か
。

人
件
費
削
減
、
補
助
金
等
の
見

直
し
、
町
有
財
産
の
売
却
等
を

行
い
、
平
成
11
年
度
以
降
現
在
ま
で
の

行
革
効
果
額
は
約
13
億
円
、
そ
の
う
ち

約
10
億
円
が
人
件
費
の
削
減
に
よ
る
も

の
で
す
。
健
全
化
の
判
断
基
準
で
あ
る

４
つ
の
財
政
指
標
に
留
意
し
な
が
ら
、

実
質
収
支
で
赤
字
を
出
さ
な
い
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
は
、
県
下
で
は
最
下

位
レ
ベ
ル
だ
が
、
人
件
費
削
減

な
ど
行
革
の
成
果
に
よ
り
、
最
悪
期
を

脱
し
た
と
理
解
し
た
。
こ
れ
に
関
し
、

町
長
は
「
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営

が
必
要
だ
」
と
し
な
が
ら
、
一
方
で

「
特
色
あ
る
事
業
を
大
胆
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
の
方
針
を
述
べ
て
い
る

が
、
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

財
政
基
盤
は
依
然
ぜ
い
弱
で
あ

る
一
方
で
、
必
要
な
事
業
は
積

極
的
に
行
う
と
い
う
意
味
で
す
。

保田小拡張施設単体の 

黒字化はいつか 

竹竹田田  和和明明  議議員員  

問問  

問問  

問問  

問問  

答答

答答

答答

答答

一一般般質質問問④④  令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

―９― 

町町
のの
財財
政政
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

道道
のの
駅駅
保保
田田
小小
拡拡
張張
事事
業業

意意
見見

意意
見見

答答 黒字化は困難ながら事業強化に努めます 

答答  

問問  

旧旧
佐佐
久久
間間
小小
学学
校校
跡跡
地地

巨大な空家と化した体育館 

 

法
律
に
基
づ
き
、
行
政
が
様
々

な
要
請
、
関
与
を
し
て
い
く
仕

組
み
か
ら
、
個
人
の
選
択
を
尊
重
し
、

自
主
的
な
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
し
た

対
応
に
変
わ
り
ま
し
た
。
５
類
の
移
行

に
伴
い
、
見
合
わ
せ
て
い
た
事
業
の
再

開
、
縮
小
を
し
て
い
た
事
業
も
コ
ロ
ナ

禍
前
の
状
況
に
戻
す
べ
く
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
事
業
に
よ
っ
て
形
態
を
変

え
、
様
子
を
見
な
が
ら
の
対
応
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
等
へ
の
来
庁
者

に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断

と
し
、
手
指
消
毒
液
、
検
温
装
置
は
、

健
康
意
識
向
上
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

考
え
、
引
き
続
き
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

 

 

 

問問  

問問  

答答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
月
８

日
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
た
。

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

５５
類類
移移
行行
にに
よよ
るる
変変
化化
はは

答答

各
医
療
機
関
の
個
別
の
対
応
に
よ
り
、

受
け
入
れ
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従

調査結果から早急に必要ないと判断 

補聴器購入助成などの支援は 問問  

答答

答答

過
去
、
何
度
か
質
問
し
て
き
た

が
、
高
齢
者
の
難
聴
に
つ
い

答答

昨
年
度
、
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
当
た
っ
て
、
「
鋸
南
町

の
高
齢
者
介
護
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
、
介
護
予
防
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
」
に
お
い
て
、
町
内
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、

要
支
援
１
、
２
等
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
項
目
の
中
に
、
難
聴
に
つ

い
て
の
設
問
を
２
つ
設
け
、
回
収
率
は

７７
．
７
％
で
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
補
聴
器
購
入
の
支

援
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
の
動
向
な
ど
も
注
視
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に

１
回
、
７５
歳
か
ら
７９
歳
の
方
に
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク

高
齢
者
の
把
握
を
し
、
社
会
的
に
孤
立
し

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
介
護
予
防
教
室
や

地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

－８－ 

だ
い
て
い
ま
す
。
安
房
地
域
で
は
、
７

つ
の
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
罹
患
後
症

状
、
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
に
悩
む
方
の
診

察
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
か
か

り
つ
け
医
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
診
断
を
受
け
た
医
療
機
関
、
ま

た
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

笹笹生生  ああすすかか  議議員員  

問問  

問問  
難難
聴聴
のの
早早
期期
発発
見見
をを

入
院
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

鋸
南
病
院
で
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
か
。

問問  

一一般般質質問問③③  

答答  

て
、
調
査
結
果
や
補
聴
器
購
入
助
成
の

検
討
状
況
な
ど
、
町
の
現
状
は
ど
う

か
。

鋸
南
病
院
で
は
、
常
時
２
床
の

コ
ロ
ナ
陽
性
の
入
院
患
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

症
状
は
、
中
等
症
以
下
の
方
を
対
象

と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
感
染

対
策
と
十
分
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
、
受
け
入
れ
ま
す
。 

問問

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

町
内
の
発
熱
外
来
な
ど
の
受
け
入

れ
可
能
な
医
療
機
関
は
ど
こ
か
。

来
通
り
、
受
診
前
に
症
状
等
を
連
絡

し
、
待
機
場
所
な
ど
違
う
こ
と
も
あ
る

た
め
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
相
談
が
で
き
る

窓
口
、
医
療
機
関
は
ど
こ
か
。

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
症

状
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
た

鋸
南
病
院
、
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

鋸
南
や
ま
だ
内
科
と
な
り
ま
す
。

－ 9 － － 8 －



保
田
小
拡
張
事
業
は
情
報
開
示

が
不
十
分
だ
。
収
支
計
画
に
つ

い
て
再
三
資
料
の
提
示
を
要
求
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
工
事
が
先
行

し
、
昨
年
11
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
議

会
に
提
示
さ
れ
た
。
資
料
に
は
「
取
扱

注
意
」
と
あ
る
が
、
町
民
に
は
い
つ
開

示
す
る
の
か
。

計
画
を
策
定
し
た
指
定
管
理
者

の
了
解
を
得
た
の
で
、
Ｈ
Ｐ
等
で

速
や
か
に
開
示
を
行
い
ま
す
。

当
該
資
料
中
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
ま
で
毎
年
赤
字

が
続
く
予
測
と
な
っ
て
い
る
が
、
黒
字

化
は
い
つ
実
現
で
き
る
の
か
。

拡
張
側
は
、
な
か
な
か
収
益
が

出
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
周
辺
で
道
の
駅
の
新
設
や
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
あ
り
、
集
客
を
増
や
し
て
黒

字
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

競
合
に
さ
え
勝
て
な
い
事
業
へ

の
投
資
で
あ
れ
ば
、
工
事
を
始

め
る
前
の
段
階
で
、
議
会
及
び
町
民
に

情
報
を
広
く
公
開
し
、
収
益
性
や
リ
ス

ク
な
ど
を
検
討
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

べ
き
だ
っ
た
。
町
財
政
は
依
然
ぜ
い
弱

で
あ
る
の
に
「
慎
重
さ
」
が
足
り
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

旧
佐
久
間
小
学
校
跡
地
は
地
域

の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
台
風
な
ど
の
土
砂
災
害
で

避
難
し
よ
う
と
し
て
も
雨
風
を
し
の
げ

る
建
物
が
な
い
。
旧
体
育
館
は
屋
根
が

損
壊
し
て
い
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

町
は
本
気
で
空
家
対
策
に
取
り
組
む
な

ら
、
ま
ず
は
町
有
財
産
か
ら
だ
。

跡
地
の
計
画
は
、
台
風
災
害
に

よ
る
損
壊
も
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
地
元
区
長
や
消
防
団
員
の
意

見
も
聴
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
青
写
真
も
な
い
ま
ま

繰
り
返
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
り
、
区
長
や
消
防
団
員
の
意
見
を
聴

い
た
り
す
る
の
は
時
間
の
無
駄
だ
。
台

風
災
害
か
ら
既
に
４
年
も
経
過
し
て
い

る
。
町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
必

要
な
事
業
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

「
大
胆
な
財
政
出
動
」
を
期
待
す
る
。

町
長
に
よ
れ
ば
「
町
財
政
は
長

期
に
わ
た
る
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
が
実
を
結
び
、
安
定
し
た
財
政

状
況
に
あ
る
」
と
の
こ
と
だ
。
具
体
的

に
何
に
取
組
み
、
金
額
的
に
ど
れ
だ
け

健
全
化
し
た
の
か
。

人
件
費
削
減
、
補
助
金
等
の
見

直
し
、
町
有
財
産
の
売
却
等
を

行
い
、
平
成
11
年
度
以
降
現
在
ま
で
の

行
革
効
果
額
は
約
13
億
円
、
そ
の
う
ち

約
10
億
円
が
人
件
費
の
削
減
に
よ
る
も

の
で
す
。
健
全
化
の
判
断
基
準
で
あ
る

４
つ
の
財
政
指
標
に
留
意
し
な
が
ら
、

実
質
収
支
で
赤
字
を
出
さ
な
い
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
は
、
県
下
で
は
最
下

位
レ
ベ
ル
だ
が
、
人
件
費
削
減

な
ど
行
革
の
成
果
に
よ
り
、
最
悪
期
を

脱
し
た
と
理
解
し
た
。
こ
れ
に
関
し
、

町
長
は
「
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営

が
必
要
だ
」
と
し
な
が
ら
、
一
方
で

「
特
色
あ
る
事
業
を
大
胆
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
の
方
針
を
述
べ
て
い
る

が
、
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

財
政
基
盤
は
依
然
ぜ
い
弱
で
あ

る
一
方
で
、
必
要
な
事
業
は
積

極
的
に
行
う
と
い
う
意
味
で
す
。

保田小拡張施設単体の 

黒字化はいつか 

竹竹田田  和和明明  議議員員  

問問  

問問  

問問  

問問  

答答

答答

答答

答答

一一般般質質問問④④  令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

―９― 

町町
のの
財財
政政
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

道道
のの
駅駅
保保
田田
小小
拡拡
張張
事事
業業

意意
見見

意意
見見

答答 黒字化は困難ながら事業強化に努めます 

答答  

問問  

旧旧
佐佐
久久
間間
小小
学学
校校
跡跡
地地

巨大な空家と化した体育館 

 

法
律
に
基
づ
き
、
行
政
が
様
々

な
要
請
、
関
与
を
し
て
い
く
仕

組
み
か
ら
、
個
人
の
選
択
を
尊
重
し
、

自
主
的
な
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
し
た

対
応
に
変
わ
り
ま
し
た
。
５
類
の
移
行

に
伴
い
、
見
合
わ
せ
て
い
た
事
業
の
再

開
、
縮
小
を
し
て
い
た
事
業
も
コ
ロ
ナ

禍
前
の
状
況
に
戻
す
べ
く
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
事
業
に
よ
っ
て
形
態
を
変

え
、
様
子
を
見
な
が
ら
の
対
応
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
等
へ
の
来
庁
者

に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断

と
し
、
手
指
消
毒
液
、
検
温
装
置
は
、

健
康
意
識
向
上
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

考
え
、
引
き
続
き
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

 

 

 

問問  

問問  

答答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
月
８

日
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
た
。

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

５５
類類
移移
行行
にに
よよ
るる
変変
化化
はは

答答

各
医
療
機
関
の
個
別
の
対
応
に
よ
り
、

受
け
入
れ
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従

調査結果から早急に必要ないと判断 

補聴器購入助成などの支援は 問問  

答答

答答

過
去
、
何
度
か
質
問
し
て
き
た

が
、
高
齢
者
の
難
聴
に
つ
い

答答

昨
年
度
、
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
当
た
っ
て
、
「
鋸
南
町

の
高
齢
者
介
護
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
、
介
護
予
防
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
」
に
お
い
て
、
町
内
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、

要
支
援
１
、
２
等
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
項
目
の
中
に
、
難
聴
に
つ

い
て
の
設
問
を
２
つ
設
け
、
回
収
率
は

７７
．
７
％
で
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
補
聴
器
購
入
の
支

援
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
の
動
向
な
ど
も
注
視
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に

１
回
、
７５
歳
か
ら
７９
歳
の
方
に
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク

高
齢
者
の
把
握
を
し
、
社
会
的
に
孤
立
し

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
介
護
予
防
教
室
や

地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

－８－ 

だ
い
て
い
ま
す
。
安
房
地
域
で
は
、
７

つ
の
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
罹
患
後
症

状
、
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
に
悩
む
方
の
診

察
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
か
か

り
つ
け
医
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
診
断
を
受
け
た
医
療
機
関
、
ま

た
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

笹笹生生  ああすすかか  議議員員  

問問  

問問  
難難
聴聴
のの
早早
期期
発発
見見
をを

入
院
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

鋸
南
病
院
で
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
か
。

問問  

一一般般質質問問③③  

答答  

て
、
調
査
結
果
や
補
聴
器
購
入
助
成
の

検
討
状
況
な
ど
、
町
の
現
状
は
ど
う

か
。

鋸
南
病
院
で
は
、
常
時
２
床
の

コ
ロ
ナ
陽
性
の
入
院
患
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

症
状
は
、
中
等
症
以
下
の
方
を
対
象

と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
感
染

対
策
と
十
分
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
、
受
け
入
れ
ま
す
。 

問問

令令和和５５年年６６月月定定例例会会  

町
内
の
発
熱
外
来
な
ど
の
受
け
入

れ
可
能
な
医
療
機
関
は
ど
こ
か
。

来
通
り
、
受
診
前
に
症
状
等
を
連
絡

し
、
待
機
場
所
な
ど
違
う
こ
と
も
あ
る

た
め
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
相
談
が
で
き
る

窓
口
、
医
療
機
関
は
ど
こ
か
。

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
症

状
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
た

鋸
南
病
院
、
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

鋸
南
や
ま
だ
内
科
と
な
り
ま
す
。
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５月３０日 議員全員協議会 

  ６月 ５日 環境衛生組合臨時会 

６月 ６日 議会運営委員会 

６月１３日 令和５年第３回定例会 

６月１６日 議会広報特別委員会協議会 

６月２７日 安房広域議会臨時会及び 

議員全員協議会 

６月２９日 議会広報特別委員会 

７月 ４日 議会広報特別委員会協議会 

          

                      

        

～～
編編
集集
後後
記記
～～

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
議
員
の
顔
ぶ
れ

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
６
月
議

会
に
て
、
新
た
に
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

経
験
者
は
私
の
み
で
す
。
責
任
の
重
大
さ
に

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
４
年
間
の
経
験
を
活

か
し
、
新
た
な
視
点
も
多
く
取
り
入
れ
た
紙

面
作
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
配
信
の
視

聴
者
も
４
年
前
よ
り
も
増
え
て
お
り
、
視
聴

方
法
に
つ
い
て
な
ど
の
、
ご
意
見
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
目
的
の
所
を
す
ぐ
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
定
例
会
で
は
、
議
会
改
革
等
検

討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
議
員

全
員
で
構
成
さ
れ
、
議
会
や
議
員
活
動
の
見

え
る
化
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
に
つ

い
て
な
ど
、
議
会
で
総
力
を
あ
げ
て
、
議
会

改
革
に
つ
い
て
研
究
、
議
論
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
町
に
つ
い
て
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
笹
生
あ
す
か
）

議
会
だ
よ
り
は
、議
会
で
の
審
議
の
内
容
、意
見
、活
動
、実
績

な
ど
を
、お
知
ら
せ
す
る
唯
一
の
広
報
紙
で
す
。

ま
た
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
上
で
も
、議
会
だ
よ
り
の
発

行
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
に
、読
み
や
す
く
、分
か
り
や
す
い
内
容
で
お
届

け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

議会だより編集委員 新メンバーです 
私たちがつくります✿ よろしくお願いします 

秋山柳三委員  篠宮真樹委員 

中村基副委員長 笹生あすか委員長 東愛乃委員 

７月５日、千葉県自治会館で行われた、

市町村議会広報研究会に参加しました。 

議会広報作成の基本や、編集技術等につ

いて研修しました。 

議
会
の
日
誌
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